
よしかわ議会だより １１ 

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の 

賃
金
引
上
げ
を 

高
野
　
昇 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の 

抜
本
的
見
直
し
と 

市
独
自
の
対
策
は 

竹
井
　

喜
美
富 

駅
南
バ
ス
通
り
の 

震
動
対
策
を 

佐
藤
　

清
治 

あ
り
、
早
期
事
業
化
が
望
ま
れ
ま
す
。 

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

（答）
市
民
生
活
部
長
　
早
期
事
業
化
が

図
れ
る
よ
う
、
県
関
係
課
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
農

林
及
び
都
市
計
画
の
調
整
が
難
航
し

て
お
り
、
当
初
に
目
標
と
し
た
２０
年

３
月
の
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
さ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。
一
方
、
市
が
直
面

し
て
い
る
課
題
や
企
業
の
実
状
な
ど

も
あ
り
、
早
期
事
業
化
し
な
け
れ
ば

と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 

生
活
道
路
の
安
全
対
策
を 

 （問）
　
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
駐
車
場
入
り
口

丁
字
路
の
安
全
確
保
を
。 

（答）
市
民
生
活
部
長
　
交
差
点
注
意
の

啓
発
看
板
を
設
置
し
、
通
学
路
等
に

横
断
歩
道
を
設
置
す
る
よ
う
、
吉
川

警
察
署
へ
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

（問）
　
２
│
３
６
５
号
線
（
内
田
商
店

西
側
道
路
）
の
メ
ゾ
ン
ド
モ
リ
ュ
ー

ま
で
の
間
は
バ
ス
が
平
日
の
場
合
、

一
日
２
６
３
便
が
走
っ
て
い
る
。 

　
バ
ス
の
運
行
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

道
路
構
造
を
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

（答）
都
市
建
設
部
長
　
全
面
改
修
し
た

ら
ど
う
か
と
言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
現
場
を
見
ま
し
て
、
逐
次
、
必

要
が
あ
れ
ば
改
修
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
速
度
を
守
っ
て
い
く
の
が

大
事
か
と
思
い
ま
す
。 

　 

（問）
　
来
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
は
、
抜
本
的

見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
①
保

険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
「
分

納
」
や
「
納
付
猶
予
」
の
相
談
も
許

さ
れ
な
い
問
答
無
用
の
徴
収
に
な
る
。

②
保
険
料
が
払
え
な
い
７５
才
以
上
の

人
か
ら
も
保
険
証
を
取
り
あ
げ
て
資

格
証
明
書
を
発
行
す
る
。
③
７５
才
以

上
の
高
齢
者
が
保
険
で
受
診
で
き
る

医
療
を
制
限
し
た
差
別
医
療
制
度
。

④
こ
の
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
各
都

道
府
県
単
位
で
構
成
す
る
広
域
連
合

が
保
険
者
と
な
り
、
広
域
連
合
議
会

を
つ
く
っ
て
運
営
す
る
が
、
そ
の
議

員
の
数
は
埼
玉
全
県
で
２０
名
で
、
住

民
の
声
は
ほ
と
ん
ど
届
か
な
い
な
ど

重
大
な
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。

吉
川
市
が
国
に
対
し
て
見
直
し
を
求

め
て
い
く
こ
と
、
広
域
連
合
や
県
に

対
し
て
も
住
民
の
声
を
届
け
、
改
善

し
て
い
く
取
り
組
み
を
積
極
的
に
や

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

（答）
市
長
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
が
深
刻
化

す
る
な
か
で
高
齢
者
の
負
担
を
見
直

し
、
徴
収
方
法
や
滞
納
者
対
策
な
ど

示
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
改
善

や
要
求
に
つ
い
て
は
、
実
施
さ
れ
る

な
か
で
検
討
し
て
い
く
。 

（答）
健
康
福
祉
部
長
　
こ
の
制
度
の
保

険
者
は
広
域
連
合
で
あ
り
、
資
格
証

明
書
な
ど
の
意
思
決
定
は
市
で
は
で

き
な
い
が
、
吉
川
市
の
国
保
運
営
協

議
会
が
保
険
料
の
減
免
措
置
の
た
め

財
政
補
助
を
県
に
求
め
る
要
望
書
を

提
出
し
て
い
る
。
国
に
対
し
て
は
制

度
が
実
施
さ
れ
る
な
か
で
改
善
要
望

な
ど
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。 

 

大
場
川
の
改
修
と
治
水
対
策 

 （問）
　
①
県
の
改
修
計
画
。
②
当
面
逆

流
防
止
の
た
め
の
土
手
の
嵩
上
げ
。

③
カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
東
の
排
水
路
工

事
の
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
。 

（答）
都
市
建
設
部
長
　
土
手
の
嵩
上
げ

に
つ
い
て
は
県
に
要
望
し
て
い
く
。

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
東
の
函
渠
工
事
は
、

今
年
１０
月
か
ら
工
事
を
実
施
す
る
。 

母子世帯支援策の前進を 

（問）
　
一
生
懸
命
働
い
て
も
生
計
を
維

持
で
き
な
い
低
賃
金
で
、
先
行
き
の

生
活
設
計
も
ま
ま
な
ら
な
い
不
安
定

な
非
正
規
雇
用
が
増
え
続
け
、
賃
金

と
雇
用
を
め
ぐ
る
状
況
が
深
刻
で
あ

る
。
こ
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。 

（答）
市
長
　
失
業
率
や
有
効
求
人
倍
率

な
ど
雇
用
の
改
善
は
進
ん
で
い
る
が
、

正
規
雇
用
の
求
人
倍
率
は
低
く
厳
し

い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
非
正
規

社
員
や
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
も
増

加
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
原
因

は
、
正
規
社
員
の
大
規
模
な
人
員
削

減
や
非
正
規
雇
用
の
拡
大
が
あ
る
と

考
え
る
。 

（問）
　
市
の
臨
時
職
員
の
賃
金
は
、
単

身
者
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
生

活
保
護
基
準
以
下
の
生
活
し
か
で
き

な
い
低
水
準
で
あ
り
、
大
幅
な
引
き

上
げ
が
必
要
で
あ
る
。 

（答）
政
策
室
長
　
１０
年
近
く
改
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
間
の
社
会
情
勢
を

勘
案
す
る
と
、
な
か
な
か
雇
用
に
至

ら
な
い
要
因
の
一
つ
と
考
え
て
お
り

今
後
検
討
す
る
。 

 

母
子
世
帯
の
実
態
は
？ 

生
活
・
就
労
支
援
策
を 

（問）
　
母
子
世
帯
の
平
均
年
収
は
。 

（答）
健
康
福
祉
部
長
　
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
年
収
か
ら
の
算
出
で
、
平

均
年
収
１
８
８
万
９
７
９
７
円
、
児

童
扶
養
手
当
や
養
育
費
を
除
く
就
労

収
入
１
４
１
万
２
６
０
０
円
で
あ
る
。 

（問）
　
母
子
世
帯
は
、
自
分
の
勤
労
収

入
に
児
童
扶
養
手
当
や
取
り
崩
し
た

預
貯
金
、
養
育
費
な
ど
を
加
え
、
仕

事
、
育
児
、
家
事
を
一
人
で
こ
な
す

と
い
う
特
有
の
困
難
さ
を
か
か
え
な

が
ら
生
活
し
て
い
る
。
市
の
支
援
策

の
前
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

（答）
健
康
福
祉
部
長
　
母
子
自
立
支
援

員
の
配
置
に
よ
る
相
談
活
動
、
一
人

親
医
療
費
支
給
事
業
に
よ
る
経
済
的

支
援
等
に
加
え
、
今
後
、
就
労
に
必

要
な
能
力
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の

『
母
子
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

事
業
』
の
実
施
を
検
討
す
る
。 

一般質問 一般質問 


